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第 246 号　 平成26年12月　  　日本羊腸輸入組合

　12月／師走に入り、１年の締めくくりと新年を迎える準備で、毎年のことですが公私ともに

何かと気忙しい時期を迎えています。事務局も、年末年始のご挨拶や来年1月21日の賀詞交換会

の準備を進めております。師走の語源は諸説あるようですが、小学校の担任から教えてもらった

「僧侶（師）が走り回る時期から」が一般的に良く知られているようです。今年の師走は代議士

が走り回る「士走」もありますが、（自分にとっては）不明な争点と野党のドタバタを見る限り

忙しい中で足を止めてまで街頭演説に耳を傾ける気がしません。自らのために走るのではなく国

民のために走り回って欲しいと思います。

〇11月12日　第6回理事会

　理事５名、監事２名等が出席し、組合会議室に於いて開催されました。審議案件はなく、検査

委員会及び内外市場調査・弘報委員会の委員会開催報告、INSCA Semiannual meeting への出

席報告、上半期収支報告が主な議題でした。

○輸入統計等の情報提供

【財務省通関統計】

　平成２６年１０月の天然ケーシングの総輸入量は、３０８．５トンとなり、前月比△６３．３

トン、△１７．０％でした。国別では、中国原産のものが１９５．０トン（前月比△１０．１ト

ン、△４．９％）、オーストラリア原産のものが４８．９トン（△８２．２トン、△６２．

７％）、ニュージーランド原産のものが４３．４トン（前月比+１７．６トン、+６８．０％）

でした。

　また、本年１～１０月の累計輸入量は、３，１５３．０トンとなり、前年同期比６１１．８ト

ンの増加（+２４．１％）となっています。

【組合受付統計】

　平成２６年１１月の受付数量は、８７３，６８７ﾊﾝｸｽ（前月比+１２，９６４ﾊﾝｸｽ、+１．

５％）でした。対前年同月比は、△５．７％です。

　船舶、航空の別は次のとおりです。

　　　船舶　８４７，３０２ﾊﾝｸｽ　　　　航空　２６，３８５ﾊﾝｸｽ



２．検査所だより

成田検査所の動向

前月からの繰越 受　　付 消　　　毒 翌月への繰越

羊　　　腸 3,000 26,385 22,265 7,120

航空 豚　　　腸 0 0 0 0

合計 3,000 26,385 22,265 7,120

羊　　　腸 0 64,300 35,300 29,000

船舶 豚　　　腸 0 2,400 2,400 0

合計 0 66,700 37,700 29,000

羊　　　腸 3,000 90,685 57,565 36,120

合計 豚　　　腸 0 2,400 2,400 0

合計 3,000 93,085 59,965 36,120

  (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)

横浜検査所の動向
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⑥１１月分の受付数量及び消毒数量等は下表のとおりです。

種　　　　　類

①１１月7日動物検疫所において、検疫中に死亡した家畜等を弔う畜霊祭が関係者を集めて取り行わ

れ、岡見所長が出席しました。

②１１月１０、１１日コマツ教習所（川崎市）にて、フォークリフト技能講習会が開催され、当所の

相田消毒職が受講し、消毒業務の効率を図ることとしました。

③１１月１８日動物検疫所主催による平成26年度輸入畜産物消毒講習会があり、当所から高橋副主任、

吉屋消毒職、渡辺消毒職の３名が参加し、動物検疫業務についての理解を深めました。

④インフルエンザ及びノロウィルスの発症例がみられるようになってきたため、職員に手洗い・うがい

等の励行また、インフルエンザの予防接種を受けるよう周知しました。

⑤１１月の受付数量は、８４７，３０２ﾊﾝｸｽと前月に比べて４１，００２ﾊﾝｸｽ増加し、前月比１０５．

１%となっています。また、消毒数量は、２６１，４４０ﾊﾝｸｽで、前月比７９，６１０ﾊﾝｸｽの減少と

なっています。なお、成田転送は、６６，７００ﾊﾝｸｽ（２回）です。

⑥１１月末受付分の消毒終了予定は、消毒貨物が順調に搬入された場合には、平成２７年１月９日

（金）です。

（注）消毒予定の順番は、当分の間、搬入期日が決まった順に消毒することにしていますので、消毒終

了予定が受付番号順と異なることがあります。

①１１月の航空貨物の受付数量は、２６，３８５ﾊﾝｸｽでした。１０月が５万ﾊﾝｸｽを超えていたため対前

月比は４８．６％です。

②１１月２８日現在、成田検査所に搬入された貨物は、１２月３日までに消毒完了する予定です。

③１１月１２日、動物検疫所成田支所天浪検疫場で開催された「畜霊祭」に、所を代表して渡辺主任が

参列いたしました。

④１１月１８日「平成２６年度輸入畜産物消毒講習会を東所長が受講しました。当組合が行う消毒業務

が、日本の畜産農家を守るために大切な役割を果たしていることを改めて感じました。

⑤１１月１９日「平成２６年度保税業務初任者研修会」に東所長が参加しました。これからも法令順守

で、保税業務を遂行して参ります。



　

⑦１１月の受付数量、消毒数量、成田転送状況は、下表のとおりです。

　　　    　　　　　　　　　　　　　                　　　                              　　　　　　       　  　

前月の 受　付 成田転送 翌月への

繰越分 数　量 横  浜 新山下 小計 数　　量 繰 越 分

羊腸 487,310 828,302 252,140 294,370 546,510 64,300 704,802

豚腸 16,200 19,000 9,300 0 9,300 2,400 23,500

計 503,510 847,302 261,440 294,370 555,810 66,700 728,302

牛腸 0 0 0 0 0 0 0

  (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)

新山下検査所の動向

前月の 受　付 消　毒 翌月への

繰越分 数　量 数　量 繰 越 分

羊腸 35,850 295,520 294,370 37,000

豚腸 0 0 0 0

計 35,850 295,520 294,370 37,000

牛腸 0 0 0 0

  (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)

３．今後の主な予定

　１２月１２日（金）　　第７回理事会及び本部・３検査所懇親会
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種別
消 毒 数 量

①街中は、クリスマスのイルミネーションが華やかになりました。本格的な冬の到来を迎え、当検査所も

師走感がちょっと漂っております。

②１年の疲れも出て、ちょっとした油断の怪我、風邪等の感染が無いよう気を張って検査職、消毒職共に

業務に励んでおります。

③11月18日、動物検疫所より案内のありました輸入畜産物消毒講習会に、当検査所から伊東副主任、杉本

消毒職の２名が参加し、消毒業務への理解を深めました。

④１１月１０、１１日及び２６、２７日にコマツ教習所（川崎市）にてフォークリフト議場講習会が開催

され、杉本消毒職、田中消毒職が受講し消毒業務の効率化を図ることとしました。

⑤１１月の受付数量及び消毒数量は、下表のとおりです。

４．事務局から

　新年１月２１日(水）に日本羊腸輸入組合の賀詞交換会を開催いたします。開催の御案内は１２月中旬に

はお手元に届くと思います。新年を迎え、大変お忙しいとは存じますが、組合員の皆様が一堂に会し親睦

を深める機会は、年次総会と賀詞交換会ですので、是非、ご参加賜りたくご案内申し上げます。

種別

　１２月２７日（土）～１月４日（日）　　年末年始休暇休業


